
（該当業務： ）

）

）委託の場合

郷土史や文化財、郷土資料館に関する情報を得たい人

①

根拠条例等

補助・単独

実施形態

正規職員が関与すべき法的義務性

06

政 策

施 策

優先度◆◇◆ 総合計画・行動計画 施策シート ◆◇◆

確 認 項 目

事
務
事
業
の
概
要

百万円 百万円

Ａ

資料館管理運営事業（紀要『童子山』発刊）

枝番号

00

10

会計こころ豊かな人が育ち、いきいきと活躍できるまち（教育・文化・スポーツ）

生活文化総合センター費

課名
生活文化総合センター

番号 所属長名

03

03

総
合
計
画

部名

内橋純悟

事業の目的（どういう状態にしたいのか）

◆◇◆ 事 務 事 業 評 価 票 ◆◇◆

教育費

05 社会教育費項

01 一般会計財
務
科
目

多彩な文化と生涯スポーツ活動の振興

基 本 政 策

08

法令名・根拠条文

目

事業の内容（目的達成のための手段・方法）

文化財の保存と活用

款03

以降

展開方針
（年度別の事業内容）

平成20年度（参考） 平成21年度 平成22年度 平成23年度

百万円 百万円

平成21年度の実施内容・計画どおり実施できなかった理由

企画政策課
意 見

百万円

市 長 指 示 事 項 等

総事業費 百万円

行動計画掲載

完了予定年度事業開始年度 昭和59

平成21年度の実施内容・成果

基
本
事
項

教育委員会

事務事業名

Ｂ Ｃ

年度未定

②

年度

根拠条例等

根拠法令要綱等

西脇市の歴史や文化財の最新情報や資料館活動を公表し、郷土
に関する知識や情報を得て、活用していただくとともに、資料館活
動に対する理解を得る。

事業の対象（誰に対して・何に対して）

研究成果や新資料の紹介、資料館の事業報告等をまとめて、紀要『童子山』として400部作成し、発刊する。市内外の公共機関や書籍交
換関係の機関に無償配布するとともに、希望者に実費程度で有償配布する。平成22年度は第17号を発刊する予定。

根拠法令要綱等

③

(①または②の場合)

国・県の補助金有り 市単独

なし あり

直営 一部委託 その他（補助・負担金全部委託

入札 随意契約（契約先：

① 計画どおり進んでいる。

② おおむね計画どおり進んでいる。

⑤ 完了・達成（計画事業の終了）

③ 着手しているが、計画よりも遅れている

④ 計画どおり着手していない。

総合計画対象事業

市長公約・懸案事項

議会確認事項

Ａ Ｂ Ｃ

新規 継続 単年度

市単費上乗せ

義務実施事業

努力義務実施事業

任意実施事業

経常 臨時
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【１次評価】 評価実施：平成２２年度

【２次評価】 評価実施：平成２２年度

【３次評価】

総
合
評
価

総
合
評
価

総
合
評
価

１評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性） ３ 事業の必要性

直接のサービスの相手方 １

27冊

0.22 0.22 0.22

400部
400部

一般人件費[平均給与×(B)]

②
説明

成
果
指
標

（
目
標

）

①
単価

単価

３
４
１ 実施主体の妥当性

市民ニーズの把握 ３

名称

説明

名称

88%

10冊
25冊

128%

25冊 25冊 25冊

①

②

32冊 22冊

達成度

目標値
18年度 19年度 20年度 21年度

400部 400部
4,795円

実績値

受益者負担率[(E)/(D)] (F) ％ 1.4% 0.5% 1.7% 1.2%

22年度

10 32 22受益者負担額 (E) 千円 27

総コスト[(A)+(C)] (D) 千円 1,918

1,742

1,898 1,881 1,880

1,742 1,742

0.22

116107

139

10

195

156

149

(A')事業費(予算額または見込額）

146

事
務
事
業
デ
ー

タ (C) 千円 1,742

195

18年度 19年度 20年度 21年度

138

22

175

25

195

220

32

単位

千円

27

一般財源

176

25 25 25

200

22年度

220 220

一般財源

事業費(決算額) (A)

一般職員所要人員 (B) 人

特定財源

活
動
指
標

（
目
標

）

単価

名称

説明

名称

説明

400部 400部 400部

195

25

220

特定財源

400部
400部

4,745円 4,703円 4,700円

203部 165部 228部198部

達成度
目標値
実績値

達成度

108% 40%

目標値
実績値

達成度

売り上げ冊数
目標値

単価

実績値

紀要の年間売り上げ冊数

印刷部数

紀要印刷部数

寄贈部数

紀要配布部数

１
実施主体の妥当性

受益者負担の適切さ

評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性）

直接のサービスの相手方
３
１

事業の必要性

受益者負担の適切さ
評価結果 西脇市の歴史や文化財の最新情報、資料館活動を広く公表し、郷土愛や文化財愛護思想を高揚

するために、特別展や各種講座・教室とともに重要な手段である。

現状を維持。

３

改
善
策

より多くの人々に見てもらうため、既存の紀要を含めて書籍の電子データ化（ＰＤＦ等）を進め、ホームページへの掲載やＣ
Ｄ－Ｒでの提供など、幅広い頒布方法の検討が必要である。また、電子データ化によって、印刷部数の減少も可能であり、
資料保存や在庫管理の省力化にも寄与できると考えられる。
冊子サイズの検討（Ａ５→Ａ４）の検討を進められたい。

評価結果 判
断
理
由

改
善
策

判
断
理
由

１冊当たりの制作費は、人件費込みで４７００円程度となっているが、職員関与の内容が、研究成果、資料館事業のとりまとめといった原稿作
成業務が含まれており、それは、資料館自体の設置管理・運営業務とも重複するものであることから、1冊１０００円の設定金額については、適
切な受益者負担と判断する。成果品は電子データ化されていないため、希望者には冊子でのみ提供されている。これまでに発刊した全16巻
が、バックナンバーを含めて年間10～32冊（多くは最新刊だが、一括で購入する方あり）が売れている。 また、冊子サイズはＡ５サイズとなって
おり、現在の一般的なサイズ（Ａ４）への転換を検討する必要がある。

評価結果

判
断
理
由

改
善
策

４ 市民ニーズの把握

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止
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